
新
潟
・砂
山
中
道
下
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
加
治
川
村
大
字
湖
南
字
砂
山
中
道
下

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
二
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
潟
県
教
育
委
員
会

・
①
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業

団

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
俊
成

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
、
中
世
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
潟
平
野
の
北
部
を
流
れ
る
加
治
川
と
胎
内
川
に
挟
ま
れ
た
低
地
に
は
、
近

世
ま
で
塩
津
潟

（旧
紫
雲
寺
潟
）

が
存
在
し
た
が
、
砂
山
中
道
下

遺
跡
は
こ
の
南
側
の
潟
端
に
位

置
す
る
。
標
高
は
四
ｍ
前
後
で

あ
る
。
発
掘
調
査
は
、
日
本
海

沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
の
土

逗
搬
用
道
路
建
設
に
伴
う
も
の

で
、
長
さ
二
人
人
ｍ
幅
約
九
ｍ

の
約
二
五
九
〇
ポ
を
対
象
と
し

て
実
施
し
た
。

調
査
範
囲
内
に
は
、
南
か
ら
北
に
流
れ
る
四
本
の
自
然
流
路

（河
川
跡
）
が

存
在
し
、
こ
の
四
本
の
自
然
流
路
に
挟
ま
れ
た
自
然
堤
防
の
微
高
地
に
遺
構
は

分
布
し
て
い
る
。
こ
の
自
然
流
路
は
塩
津
潟

（旧
紫
雲
寺
潟
）
の
中
心
部
に
向

か
っ
て
流
れ
込
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
中
世
と
考
え

ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
三
棟
と
、
柱
穴
と
考
え
ら
れ
る
ピ

ッ
ト
約

一
〇
〇
基
、
素

掘
井
戸
三
基
と
板
材
や
曲
物
を
敷
設
し
た
井
戸
三
基
、
箸
状
木
製
品
や
板
材
な

ど
の
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
た
土
坑
五
基
、
溝
状
遺
構

一
〇
条
以
上
と
、

近

。
現
代
の
土
坑
約
二
〇
基
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
調
査
区
の
中
央
を
通
る
幅
約

四
〇
ｍ
の
自
然
流
路
の
西
側
周
辺
で
は
、
炭
化
し
た
真
や
微
細
な
焼
骨
混
じ
り

の
炭
化
物
の
広
が
り
と
、
焼
骨

・
炭
化
物
と
と
も
に
漆
器
椀
が
出
土
し
た
小
土

坑

（墓
９
じ
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
調
査
範
囲
が
道
路
幅
約
九
ｍ
と
大

変
狭
い
た
め
に
、
遺
跡
の
全
容
は
不
明
で
あ
る
。

遺
物
は
、
土
器

。
石
製
品

・
木
製
品

・
銭
貨
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
が
、
中

で
も
木
製
品
の
出
土
量
が
多
い
。
土
器
は
平
安
時
代
の
須
恵
器

・
土
師
器
、
中

世
の
珠
洲
焼

・
青
白
磁

・
土
師
質
土
器
、
近
世
の
肥
前
陶
磁
器
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
中
で
も
中
世

（
一
四
。
一
五
世
紀
）
の
土
器
が
多
く
、
平
安
時
代
や
近
世
の

も
の
は
少
な
い
。
石
製
品
は
砥
石
が
数
点
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品
は
漆
器

皿

・
漆
器
椀

・
曲
物

・
下
駄

。
鍬
身

，
扇
子

・
将
棋
駒

。
箸
状
木
製
品
な
ど
と
、

呪
符

・
塔
婆
が
出
土
し
て
い
る
。

呪
符

。
塔
婆
は
、
人
点
出
土
し
て
い
る
。
周
辺
か
ら
出
土
し
て
い
る
遺
物
か

/て

(中 条)



1998年 出土の木簡

(3)  (7)
ら
中
世
の
所
産
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ω
ｌ
い
は
中
央
の
自
然
流
路
か
ら
、

⑬
ｌ
⑦
は
包
含
層
か
ら
、
０
は
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
た
土
坑
か
ら
出
土
し

て
い
る
。
特
に
ω
③
い
は
中
央
の
自
然
流
路
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
西
側
周
辺

で
検
出
し
た
小
土
坑

（墓
？
↓
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

自
然
流
路

い

　

「
（符
篠
）
急
々
如
律
令
布
」

（符
篠
こ

　

〔律
ヵ
〕

②

　

口

回
急
々
如
□
令
　
□
」

０

　

「
＜
寺
南
元
大
日
如
来
」

い　
副
配
舌
歯
ヵ〕

日

回

］
Ｐ
ｏ
×
∞
∞
×
∞

い
　
ｏ
頓
〕

⑪
は
完
形
で
あ
る
。
上
端
を
平
坦
に
切
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
、
表
面

の
文
字
は
肉
限
で
も
ほ
ぼ
判
読
可
能
で
あ
る
。

②
は
上
端
は
主
頭
状
で

一
部
欠
損
し
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
墨
書
は

一

文
字
目
が
明
瞭
で
は
な
い
が
符
繰
と
考
え
ら
れ
、
「鬼
」
ら
し
き
文
字
が
見
え

る
。
「律
」
も
薄
れ
て
明
瞭
で
は
な
い
が
、
前
後
の
文
意
か
ら
判
断
し
た
。
ま

た
、
そ
の
下
に
間
を
置
い
て
墨
痕
が
見
ら
れ
る
が
、
薄
く
不
明
瞭
で
あ
る
。

①
は
完
形
で
あ
る
。
上
端
を
圭
頭
状
に
削
り
、
上
端
の
両
側
面
か
ら
二
段
の

切
り
込
み
を
入
れ
て
い
る
。
下
端
を
尖
ら
せ
、
裏
面
に
も
墨
痕
ら
し
き
も
の
が

見
ら
れ
る
が
、
不
明
瞭
で
あ
る
。

い
は
二
つ
に
折
れ
て
お
り
、
下
部
は
乾
燥
に
よ
り
変
形

。
収
縮
し
て
い
る
。

上
端
を
圭
頭
状
に
削
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。　
一
文
字
目
は
大
日
如
来
を

意
味
す
る
梵
字
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
の

「南
元
」
ま
で
は
判
読
で
き
る
が
、
そ

の
下
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

働
は
左
側
面
に
切
断
面
が
あ
る
の
み
で
、
そ
の
他
は
す
べ
て
欠
損
し
て
い
る
。

「令
」
は
ひ
と
や
ね
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
部
と
右
側
に
墨
痕
が
見
ら

れ
る
。

□n□  □
□天天 急
己□ 々□

旨Ξ含零
色羅 
己

×≧

(5)暑
層

（符

錬
こ

「口
回

・
銀
将
」

〔
金
ヵ
〕

・
□
　
」

Ｎ
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×

∞
Ｎ
×

∞
・
∽
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ｏ
ｅ
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］
］
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∞
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６

（
∞
拌
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×
］
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）
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(9)

(7)

峙

(6)

０
は
上
下
両
端
、
お
よ
び
両
側
面
が
全
て
欠
損
し
て
い
る
。
ま
た
、
働
と
⑤

は
確
認
調
査
で
同

一
の
試
掘
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
、
板
の
状
態
や
筆
跡
が
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

一
個
体
の
可
能
性
が
あ
る
。

０
は
下
部
を
欠
損
す
る
。
墨
痕
が
部
分
的
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
不
明

瞭
で
あ
る
が
、
残
存
す
る
墨
痕
か
ら
符
繰
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
０
は

将
棋
の
駒
。

①
は
完
形
で
あ
る
。
上
端
を
平
坦
に
切
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、

裏
面
下
部
は

一
部
炭
化
し
て
い
る
。
全
体
に
墨
痕
が
薄
く
、
「南
元
大
日
如
来
」

の
両
脇
と
下
に
も
文
字
が
見
ら
れ
る
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
　

　

（石
田
守
之
）




